

















だ ま 第24号金沢大学附属図書館月報(1) こ Ｕ 
昭和四十七年四月、吉岡英一氏（中小企業
金融公庫総裁）から、亡くなられた御母堂勝
恵氏が金沢大学教育学部の前身石川県立師範
学校の出身ということで、金沢大学教育学部
学生の奨学の目的で図書購入資金として百万
円を寄付されました。
条件としては、大学側の選定で図書を購入
し
、
吉
岡
文
庫
と
し
て
教
官
、
学
生
の
閲
覧
に
供
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
学
部
内
に
学
部
長
を
委
員
長
に
吉
岡
文
庫
設
置
委
員
会
を
設
け
、
そ
の
委
員
会
で
へ
吉
岡
文
庫
の
図
書
選
定
の
目
標
を
、
こ
の
寄
付
が金額が百万円で後が続かない一度きりのも
のという性格上、あまり種々なものを収集す
るより何か一つの意図を侍った文庫にした方
が良いということで、「郷土の研究に関する図
書」を収集することにきまりました。
郷土という意味も石川県に限らず北陸三県
.） 
露 教育
学
・
部
分
室
に
吉
岡
文
・
庫
設
置
き
る
(:』
篝'繊鱗
に
巾
を
広
げ
て
考
一
垂
い
わ
ゆ
る
郷
土
資
料
だ
け
で
なく、歴史、地理、教育、社会、自然、産業、
文学、工芸、人物と広い分野に渡る資料を選
ぶことになり、教育学部の各研究室へ図書の
選定を依頼しました。
そ
の
結
果
、
市
町
村
史
、
学
校
史
を
中
心
に
新
刊
書、古書を含む約四百冊がリストアップされ
ました。
次に、実際に図書を収集する段階に入り、
新刊書は比較的早く揃いましたが、古本の方
が絶版になっているものや、地方公共団体、
学
校
等
特
殊
な
機
関
の
発
行
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
て
手
に
入
り
に
く
く
、
最
初
は
、
郷
土
資
料
は
教
育
学
部
図
書
分
室
へ
行
け
ば
、
大
概
の
も
の
が
吉
岡
文
庫
で
満
た
さ
れ
る
と
い
う
程
の
も
の
に
し
た
い
と息ごみましたが、現実はそうは行かず、リ
ストとは少し違う形のものになり、収集する
期間も二カ月くらいの予定でしたが、一月十
日現在二百五十八冊の図書が受入され、あと
約三十万円くらいの図書を今年度中に揃える
こ
と
に
な
り
ま
し
た
り
．
～
ざ吉岡文庫は教育学部閲覧室に他の図書と別
置
し
て
あ
り
ま
す
。
学
部
内
の
教
官
へ
学
生
に
限
ら
ず多勢の人々に利用されるよう望んでいます。
！なお、吉岡文庫の図書購入にあたって御協
力くださいました、県史編さん室の川良雄氏、
附属図書館の中野文夫氏にこの紙面を借りて
お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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国立大学附属図書館の文献複写料金の徴収
方法については、昭和四十二年三月一一一十一日
大学学術局長通知文大情第二百十七号「国立
大学附属図書館文献複写規程準則およびその
解説について」に基づき、各大学で文献複写
規程を定め、実施しているのであるが、近年
における学術文献情報の激増に伴い、文献の
複写依頼も急増し、しかも複写文献入手の迅
速
化
を
要
求
さ
れ
る
件
数
も
急
速
に
増
加
し
て
来
た
現
状
に
お
い
て
、
前
記
の
準
則
第
四
に
定
め
る
文
献
複写料金の前納制度は、隔地からの利用者に
とって非常に都合の悪いものになって来た。
現在、複写を申込んでから依頼者の手元に
仕上った文献が届くまでの日数は、準則の定
めに従った場合は、早くて三週間、普通一カ
月から一カ月半を要するのである。この日数
は、料金の計算を終えてからの債権発生通知、
納入告知書の作成・郵送、銀行からの領収済
通知書の郵送、歳入徴収官から図書館への債
権消滅通知書の送付等に要する日数である。
文献の複写にこれだけの日数を要していて
は、せっかく文献が送付されて来ても既に用
を無さなくなる場合もあるであろう。複写の
申込みをする人の殆どは即座の必要にかられ
て申込む場合が多いてあろうし、事実Ｐ最近
では，学会発表の間に合わせたいとか、原稿
締
切
の
関
係
と
か
で
速
達
送
付
の
依
頼
が
増
え
て
来
て
い
る
ｐ
ｉ
Ｉ
ｌ
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このような場合、相手方が国費負担のもの
については？昭和四十四年六月二十五日付東
大図会第二十二号の国立大学図書館協議会会
長通知により後納扱が可能であるが、私費負
担のものは前納が立前となっているためへ複
写料の領収済を確認のうえ現品を発送じなけ
ればならないのでＪ多くの研究者の要望に応
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
１
ｔ
八
叩Ｆ戸，旧》｜ヤ『。。’一一【西口か
文
献
複
写
料
の
前
納
制
に
つ
い
て
取
扱
の
改
正
を
望
む
とＩ
:ド
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このため、大学によっては、納入告知制度
によらず、現金収入制を採っているところも
あるが、《どの場合でも銀行での作業日数と歳
入徴収官からの債権消滅通知の日数が省かれ
るだけで、納入告知書によるものと入手期間
において大差はないと思われる。
以上の如く、・早期入手の要請が強い文献複
写というものの性質上の観点から、私費負担
によるものについても国費負担のもの同様後
納扱ができるよう文部省に特別の配慮をお願
いしたいものである。
私
費
の
も
の
で
、
日
数
の
掛
か
る
の
が
嫌
だ
と
い
うなら受付けなければよいということになる
のかも知れないが、これでは全く図書館の使
命が果せないし、教育、研究の発展を阻害す
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
～
ぃ
Ｊ
苞
・
後納扱にしたら未納が出て来るのではない
かとの心配もあるかと思うが、国立大学図書
館では、私費のものでも、個人との直接取引
ではなく、大学その他機関の図書館（室豈単
位に取扱っているから、多少遅延するものは
あっても、図書館間の信義、今後の協力関係
等を考えれば未納事故は殆ど無いものといっ
てよいだろう。
前納制度の障害を解決する一方策として、‐
複写業務の民間委託が考えられるが、それぞ
れの大学図書館における受託件数と業者の稼
働収益とのバランス、複写料の収入予算と維
持費との関係、その他事務的煩雑等を考慮し
た場合八一律に取扱うことの困難性もあり、一」
直ちに実施するわけにはいかないと思われる。
なお、本学における最近四カ年の複写取扱
件数（料金徴収に関係あるも⑪）麹ば次のとお
りてあるが，著しい延びを示している。
卍悶涛一一頁に復黛恥扱件数を掲載）Ｔｌ
（１１１事務長ｉ大丸橋秀一一
